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　市は、「留萌市男女共同参画基本計画（平成25 ～ 34年度）」に基
づき、誰もが活躍できるマチづくりを進めています。

男女共同参画社会を
実現するために

市・政策調整課　　４２‐１８０９問

男女共同参画社会を実現するための５本の柱

誰
も
が
活
躍
で
き
る
マ
チ
へ

　

国
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す

る
た
め
、
毎
年
６
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で

の
１
週
間
を
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
と

定
め
て
い
ま
す
。　

　

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、「
男
女
が

自
ら
の
意
思
で
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
に
参
画
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
、
社
会

的
な
利
益
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、

互
い
に
責
任
を
担
う
社
会
」
の
こ
と
を
言

い
ま
す
。
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
女
性
が
活
躍
で
き
る
職
場

環
境
の
整
備
な
ど
が
不
可
欠
で
す
。

　

市
は
、
男
女
を
問
わ
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
や
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指

し
、「
留
萌
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」

に
基
づ
い
た
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

誰
も
が
希
望
や
夢
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る

マ
チ
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、「
行

政
」「
市
民
」「
事
業
者
」「
地
域
団
体
」「
関

係
機
関
」
が
連
携
す
る
と
と
も
に
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
「
職
場
」「
家
庭
」「
地

域
社
会
」
の
そ
れ
ぞ
れ
で
意
識
改
革
を
進

め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
互
い
に
尊
重
し

合
い
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
誰
も
が
活
躍

で
き
る
マ
チ
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

▼「留萌市男女共同参画基本
計画」では、男女共同参画基
本法に基づき、男女を問わず
それぞれの個性や能力を十分
に発揮することができる男女
共同参画社会を実現するため
の５本の柱（基本理念）を掲
げています。

男女の人権の尊重

　個人としての尊厳を重んじ
るとともに、男女の差別をな
くし、男女を問わず個人とし
て能力を発揮する機会を確保
する必要があります。

社会における制度または
慣行についての配慮

　男女の固定的な役割にとら
われず、さまざまな活動がで
きるように社会の制度や慣行
の在り方を考える必要があり
ます。

国際的協調

　男女共同参画を進めるため
には、国際社会との協調も大
切です。他の国々や国際機関
と相互に協力して取り組む必
要があります。

政策などの立案および
決定への共同参画

　男女が社会の対等なパート
ナーとして、あらゆる分野で
の方針の決定に参画できる機
会を確保する必要がありま
す。

家庭生活における活動と
他の活動の両立

　男女が対等な立場で協力し
合い、家族の役割を果たしな
がら、仕事や学習、地域活動
などができるようにする必要
があります。

平成 29 年度「男女共同参画週間」キャッチフレーズ

　「 男で○
まる

、女で○
まる

、共同作業で ◎
にじゅうまる

。」

▼国は、男女共同参画週間の実施に向けて「女性も男性も、自らの意思に
より個性と能力を発揮して活躍できる職場を作るためのキャッチフレー
ズ」の募集を行いました。応募総数 3,050 点の中から次の作品が選ばれ
ました。　　　　　　　　（募集期間 平成 29 年 1月 12日～ 2月 28日）

女性活躍推進法をご存知ですか？

■ 「北海道女性の活躍支援センター」をご活用ください

▼北海道は「北海道女性の活躍支援センター」を開設し、仕事や子育て、介護など女性のライフ
ステージに応じたさまざまな相談に対応しています。
　詳しくは、下記へお問い合わせいただくか、専用ホームページをご覧ください。
　　相談時間　月・火・木・金　10：00～ 16：00
　　　　　　　　　水・土　　　10：00～ 13：00　　※休館日 日曜日、祝日、年末年始
　　北海道女性の活躍支援センター（札幌市中央区北２条西７丁目「かでる２・７」６階）
　　０１１-２０４- ５７１１　　　　　　　　　kitanojyosei@sirius.ocn.ne.jp
　　北の女性★元気・活躍・応援サイト（http://www.l-north.jp/katsuyaku/）

問
メール

日

ＨＰ

▼「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）」は、職場で活躍し
たいと希望する全ての女性が個性や能力を十分に発揮できる社会の促進を図るためのもので、
事業主（国や地方公共団体、民間企業など）に対し、女性の活躍推進に向けた数値目標を盛り
込んだ行動計画の策定および公表、女性の職業選択に資する情報の公表を義務付けています。
※常時雇用する労働者が 300 人以下の民間企業などは、
　努力義務となります。

特 集

　北海道などで構成する「北の輝く女性応援会議」では、女性の活躍をオール北海
道で推進するため、「女性の活躍応援自主宣言」を募集しています。女性の活躍支
援に関する取り組みをそれぞれの立場で宣言し、全道に応援の輪を広げましょう。
　詳しくは、下記へお問い合わせいただくか、専用ホームページをご覧ください。

「女性の活躍応援自主宣言」の募集について

　　北海道環境生活部くらし安全局道民生活課
　　０１１-２０６- ６９５４
　　北の女性★元気・活躍・応援サイト（http://www.l-north.jp/katsuyaku/）

問

ＨＰ


